
福島県後期高齢者医療広域連合職員等の旅費に関する条例施行規則 

（平成１９年２月１日規則第７号） 

最終改正：平成２１年３月２４日規則第３号 

（総則） 

第１条 職員の旅費に関しては、福島県後期高齢者医療広域連合職員等の旅費に関する条

例（平成１９年福島県後期高齢者医療広域連合条例第１２号。以下「条例」という。）に

定めるもののほか、この規則の定めるところによる。 

（旅行取消し等の場合における旅費） 

第２条 条例第３条第６項の規定により支給する旅費の額は、次に規定する額による。 

(1) 鉄道賃、船賃、航空賃若しくは車賃として、又はホテル、旅館その他の宿泊施設の

利用を予約するため支払った金額で、所要の払戻し手続をとったにもかかわらず、払

戻しを受けることができなかった額。ただし、その額は、その支給を受ける者が当該

旅行について条例の規定により支給を受けることができた鉄道賃、船賃、航空賃、車

賃又は宿泊料の額をそれぞれ超えることができない。 

(2) 赴任に伴う住所又は居所の移転のため支払った金額で、当該旅行について条例の規

定により支給を受けることができた額の３分の１に相当する額の範囲内の額 

（旅費喪失の場合における旅費） 

第３条 条例第３条第７項に規定する規則で定める事情は、宿泊施設の火災その他本人の

責に帰すべき事由によらない事情で旅行命令権者が広域連合長と協議して定めるものと

する。 

２ 条例第３条第７項の規定により支給する旅費の額は、次に規定する額による。ただし、

その額は、現に喪失した旅費額を超えることができない。 

(1) 現に所持していた旅費額（輸送機関を利用するための乗車券、乗車券等の切符類で

当該旅行について購入したもの（以下「切符類」という。）を含む。以下本条において

同じ。）の全部を喪失した場合には、その喪失した時以後の旅行を完了するため条例の

規定により支給することができる額 

(2) 現に所持していた旅費額の一部を喪失した場合には、前号に規定する額から喪失を

免れた旅費額（切符類については、購入金額のうち、未使用部分に相当する金額）を

差し引いた額 

（旅行命令書等の記載事項及び様式） 

第４条 条例第４条第５項に規定する旅行命令書等の記載事項及び様式は、別記様式によ

る。 

（旅行命令等の変更の申請） 

第５条 旅行者が条例第５条第１項又は第２項の規定により旅行命令等の変更を申請する

場合には、その変更の必要を証明するに足る書類を添えてしなければならない。 

（路程の計算） 

第６条 条例第９条第２項の規定による路程を計算することができない場合又は困難であ

る場合においては、当該路程の計算について信頼するに足りるものにより路程を計算す

ることができる。 



（着後手当の加算） 

第７条 条例第２２条第２項の規則で定める住宅は、次に掲げる住宅とする。 

(1) 職員の所有に係る住宅 

(2) その他広域連合長が定める住宅 

２ 条例第２２条第２項の規則で定める額は、職員が借り受ける住宅に係る家賃の月額（そ

の額が４６，０００円を超える場合は、４６，０００円）に２を乗じて得た額（その額

が当該住宅を借り受けるに当たって、貸主に支払う謝金、仲介業者に支払う手数料その

他これらに類する金員の額（家賃又は敷金に相当するものとして支払う額を除く。以下

同じ。）を超える場合は、当該額）とする。 

（旅費の調整） 

第８条 公用の自動車又は広域連合が所有し、若しくは使用する権利を有する自動車を利

用して旅行した場合には、その利用した区間にかかる鉄道賃、航空賃又は車賃は支給し

ない。 

第９条 職員が他の職員の私有自動車に同乗して旅行した場合には、その同乗した職員に

ついては、同乗した区間に係る車賃は、支給しない。 

第１０条 赴任を命ぜられた日の翌日から１年以内に住所又は居所を移転しない職員に対

しては、移転料及び着後手当は支給しない。ただし、天災その他やむを得ない事情によ

りその期間内に移転しがたいことにつきあらかじめ旅行命令権者が認めた場合は、この

限りでない。 

第１１条 広域連合費以外の経費から旅費が支給される旅行については、旅費は、条例の

定めるところによって支給される旅費額のうち広域連合費以外の経費から支給される旅

費額に相当する部分の額を控除して支給する。 

（補則） 

第１２条 この規則に定めるもののほか、職員の旅費に関して必要な事項は、別に定める。 

附 則 

 この規則は、公布の日から施行する。 

   附 則（平成２１年３月２４日規則第３号） 

 この規則は、公布の日から施行する。 



別記様式（第４条関係） 

  旅 行 命 令 （ 依 頼 ） 書  

  （ 兼 自 動 車 使 用 簿 ） 整 理 番 号  

旅行命令権者印   旅行命令年月日 

    

用 務 名  

職  名 氏  名 
旅行者 
印 

運転者 
（○） 

職  名 氏  名 
旅行者 
印 

運転者 
（○） 

        

        

        

私用自動車使用の場合 車 名（        ） ナンバー（        ） 

支 出 
科 目 

□       (   -   ) 
□       (   -   ) 
□       (   -   ) 

□       (   -   ) 
□       (   -   ) 
□       (   -   ) 

□旅費別途支給(    ) 
 
 

旅行期間 用 務 地 備 考 

交 通 手 段 
月 日 

市 町 村 名 （ 地 域 名 ） 
宿 泊 地 名 

コ ー ド 

       鉄道・新幹線・公用
車・私有車・バス・
高速バス・航空機 

(    ) (    ) (    ) (    ) 
    

       鉄道・新幹線・公用
車・私有車・バス・
高速バス・航空機 

(    ) (    ) (    ) (    ) 
    

       鉄道・新幹線・公用
車・私有車・バス・
高速バス・航空機 

(    ) (    ) (    ) (    ) 
    

       鉄道・新幹線・公用
車・私有車・バス・
高速バス・航空機 

(    ) (    ) (    ) (    ) 
    

       鉄道・新幹線・公用
車・私有車・バス・
高速バス・航空機 

(    ) (    ) (    ) (    ) 
    

□通勤用定期券の使用  使用区間（     ～     ） 
□高速自動車国道の通行 通行区間（     ～     ） 

日
当
重
複 

  ／  ～  ／  の旅行 

 

□出発日 

□帰着日 
泊  日 

要 登 庁 □前後あり□前あり□後あり□なし 

支払方法 □概算払 □精算払 

旅行命令変更  

摘    要  

〔備考〕 １ 運転者欄には、公用車又は私有車を運転する場合に○を記入すること。 

２ 公務上の必要等により駅等を経由する場合は、用務地欄に駅名等を記入し、経由駅と記

載すること。 

３ 高速バスを使用した場合はその利用区間を、宿泊施設の指定がある場合や旅行中の昼食

について無償で提供された場合、自宅等に宿泊した場合は、摘要欄にその旨記入すること。 

４ 旅行命令（依頼）変更が生じた場合は「旅行命令変更」欄に変更年月日及び内容を記入

し、旅行命令権者が押印すること。 

 


